
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人  京都視覚障害者支援センター 

 

２０２４年度  事業計画 
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Ⅰ  はじめに 

 

【基本理念】 希望に満ちた成長への喜び 

【行動指針】 働く力・よりよい生活 

 あなたの能力や可能性に合った自立に向けての支援を行います 

 

１．2024 年度のテーマ 

  「利用者支援における社会モデルへの追求」 

 障害者権利条約による障害のとらえ方は、障害というのは障害者自身の不自由さから

くる「医学モデル」ではなく、社会で生活を送る上で障害者にとって障壁となっている

ことが障害であり、それを「社会モデル」としている。 

 例えば、視覚障害者が駅を利用しづらい場合、視覚に障害があることが原因ではな

く、点字ブロックがない、手引き等の介助が確立されていない、音声による対応ができ

ていないといった、環境に原因（社会的障壁）があるという考え方である。どうしたら

その障壁が取り除けるかを考えることが、人権や尊厳・権利擁護につながることとな

る。 

 個々の障害特性に応じて、社会での生きづらさを「社会モデル」として、どう解決し

支援していくかを追求する。 

 

①視覚障害者の自立と社会参加 

 法人理念である「希望に満ちた成長への喜び」を「社会モデル」という観点からとら

えると、個々の可能性を広げるためのスキルアップへの支援ニーズと同時に、施設を取り

巻く社会での環境に働き掛け、自立と社会参加が促進できるような支援が必要となる。 

 例えば、単独歩行のスキルアップでコンビニまで行けるようになることと同時に、コ

ンビニ内で介助等を依頼し目的のものを買えるように環境を整える。これにより自立が促

進される。 

 障害者権利条約並びに障害者基本法には、障害者の自立および社会参加に関する支援

の必要性が明記されている。視覚障害者の自立及び社会参加には、移動及び情報の支援が

不可欠であり、2024 年度は、特に移動及び情報の支援に力を入れる。 

 

②各事業所の社会モデルの取り組み 

・洛西寮 

 余暇活動の再開及び情報支援機器に触れる機会を設け、加えて、歩行訓練の継続と外

出の機会を促進する。 

・訪問相談 

 相談者に視覚障害にとって移動スキル及び情報獲得への支援を得る必要性の理解の促

進を図る。 

・らくさい治療院、美鈴治療院 

 施術スキル、求人、情報支援機器等これらの情報提供を促進し、個別の自立の促進を

図る。 
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２．法人経営戦略会議から 

 2020 年度からの 3年間、議論を尽くした結論として、今後の法人運営の基軸は、視覚

障害者の 8050 問題への支援に取り組むことである。 

 さらに、今後 10 年取り組むべき課題については、 

 ①経営健全化 

 ②後進の育成及び人事構想 

 ③洛西寮入所利用者の確保 

 ④点字依存への脱却 

 ⑤洛西寮に替わる住居基盤の構築について 

 ⑥三療指導員の養成 

 以上大きく６つであり、特に法人の健全経営と利用者確保は密接に関係していること

から、引き続き広報活動に力を入れる年度とする。 

 最後に、現在、国は施設入所から地域移行を推し進めているが、「障害者支援施設洛西

寮」は自立促進への取組みや地域に開かれた住いの場としての施設であることをどう打

ち出していくか、そして、新たな住居基盤の実現に向かって、国の地域移行及び地域生

活の施策の動向を見ながら、再度粘り強く議論を重ねていく。 

 

 

Ⅱ 事業計画の重点 

 

Ａ．法人事務局 

→「社会モデル」を意識した事業展開と将来に向けた経営基盤の安定 

 ① 「社会モデル」を意識した事業全体の支援のあり方検討と周知。 

 ② 8050 問題における洛西寮の役割の発信と利用者の確保。 

 ③ 洛西寮利用者獲得のための広報宣伝活動。 

 ④ 施設入所支援の利用者ニーズのあり方と、新たな住居基盤の検討 

 ⑤ 人材育成とキャリアパスシステムの確立 

 ⑥ 財政健全化に向けた採算性のある事業展開の精査 

 

 

Ｂ．障害者支援施設  洛西寮 

→「利用者確保のための広報と支援の質の向上」 

 ① 入所利用者の定員確保への取り組み 

 ・全国の基幹相談支援センターへの広報 

 ・入所、作業の利用体験や見学等の実施 

 ・ホームページや SNS の充実 

 ② 地域移行希望利用者への支援 

 ③ 利用者緊急時の状況に沿った対応 

 ④ 職員間の連携及び情報共有の強化 
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１．らくさい作業所（就労継続支援 B 型） 

→「体制の再整備」 

 ① 安定した体制の再整備 

 ② 点字データ作成班を中心とした後進育成 

 ③ 高工賃のための作業の効率化 

 

２．生活支援 

→「支援の見直し」 

 ① 体制の再整備と支援の見直し 

 ② 個々のニーズに合わせた支援の提供 

 ③ レクリハの活動再開 

 

３．健康管理支援 

→「安心・安全な暮らし」 

 ① 安心出来る看護体制の整備 

 ② 基本的な感染症予防の取り組みの継続 

 ③ 程よい病識を持てる相談対応 

 ④ 健康増進のための体力づくり 

 

４．栄養管理・食事サービス 

→「しっかり食べて、健康な体づくりを」 

 ① 献立の工夫と、適温給食 

 ② 一人ひとりに合った健康の支援 

 ③ 食の安全 

 ④ メニューを選べること 

 ⑤ 行事での食の喜び 

 

 

Ｃ．らくさい治療院（就労継続支援 A 型） 

→「初心に帰り、京都一の技術集団を目指す」 

 ① 患者及び地域住民の健康の保持、増進に寄与する 

 ② 患者の QOL の向上に努める 

 ③ 施術スキルの見直しを図る 

 ④ 患者対応を見直す 

 ⑤ 治療院内外のクリンネスの強化 

 ⑥ 患者数、売上、前年の 103％を目指す 
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Ｄ．美鈴治療院（就労継続支援 B 型） 

→「施術技術、ソーシャルスキルの向上支援」 

 ① スキルチェックを強化し、施術技術向上と患者数 UP を図る。 

 ② より良い対人関係の構築と維持する力をつける支援を行う。 

 ③ 利用者の就職活動への支援。 

 ④ 利用者確保のための広報活動。 

 ⑤ 患者数、売上、前年 101％を目指す。 

 

Ｆ．視覚障害者情報提供施設「紫野点字社」 

→「社会の点字ニーズに対して良質で迅速な点字出版を行なう」 

 ① 視覚障害者関係団体に対する安価で良質な点字印刷物の提供 

 ② 行政関係会議資料等の少部数資料への迅速な対応 

 ③ らくさい作業所点字出版部門との連携による利用者工賃の確保 

 

 

Ｇ．京都府視覚障害者訪問相談員派遣事業 

→「情報が届かない視覚障害者をなくす」 

 ① 移動面でも課題を抱える視覚障害者への訪問相談活動 

 ② 孤立・孤独に悩む視覚障害者への支援 

 ③ 視覚障害を持つ子と親などの「8050 問題」、ひきこもり支援 

 ④ 本事業と法人内事業所についての広報活動 

 ⑤ 関係機関との連携強化 

 

 

Ｈ．障害者相談支援事業所「スマイルサポート」 

→「福祉サービス等受給者証発行への円滑なサポート」 

 ① 円滑なサービス利用に向けての更なる業務の効率化 

 ② 定期的なピアカウンセリングの実施 

 ③ 傾聴によるニーズの発掘 

 ④ 福祉サービスの情報収集及び提供 

 

 

Ｉ．継続事業 

 １．研修委員会 

 ① 職員の支援技術向上の研修会の開催 

 ② 各種対外研修会への職員派遣 

 ③ 虐待防止、身体拘束適正化等、人権研修の継続 

 

 ２．安全防災 

 ① 安全防災に関する年間計画の策定 
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 ② 年２回の避難訓練と消防署との連携による防災意識の向上 

 ③ 緊急対応マニュアルによる有事の迅速な対応 

 ④ 新型コロナウイルス感染症対策マニュアルの周知徹底 

 

 ３．地域共生事業の推進 

 ① 視覚障害者支援ボランティア養成講習会 

 ② 読み書きサービスの実施 

 ③ 洛西寮まつりの開催 

 ④ 機関誌『楽西』の年２回発行 

 

 

Ｊ．会議運営等 

 ① 法人運営 

 ・理事会     年４回 

 ・監査会     年１回 

 ・評議員会   年１回 

 

 ② 各種会議 

 ・法人経営戦略会議 

 ・法人運営会議 

 ・洛西寮管理職会議 

 ・各事業会議 

 

 ③ 他機関、他法人関連会議（加盟団体） 

 ・京都市関係：職員研修会他 

 ・京都府関係：視覚障害者関係事業の連携 

 ・西京区関係：支援センター「らくさい」・社協等との連携 

 ・京都ライトハウス関係：３者連絡会、共済事業委員会等 

 ・京都府視覚障害者協会：共催事業、相談支援 

 ・京都府立盲学校：学校運営協議会 

 ・日盲社協：就労支援部会、点字出版部会 

 ・日本視覚障害者団体連合会 

 




